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かなァ″なんて考えていた。まことに不心得な兵

隊で した。

それでも出て来た多摩の風物は、生きて再び見

ることはあるまいと思っていたことは確かで、覚

悟はできていたのか、女房子供のいる
・
風景なぞ一

度も見ませんでした。終戦の詔勅を聞いた時は、

矢っ張 り涙が出たことを覚えています。

その後が主計は大変なんです。それこそこれも

戦争。離現役手当の支出計算、帰還証明、旅費を

一人一人の郷里を調べて計算、支給品の調達 と目

の回る忙 しさ。やっと暇になってまだ帰れません

軍需部か ら預かっている保管物資があるのです。

少 し離れた所に″
陸 ″さんの油貯蔵庫がありまし

たが、そ こへ油類を盗みに娑婆の人達が牛車を引

っ張って、夜 ともなると絡繹 とやって来 るのです。

此方も保管物資を盗まれては大変。それで沖縄

出身で帰 る先の決まらない兵隊が残っていました

か ら、これに着allさ せて毎晩歩哨に立たせる始末。

その内に軍需部か ら命令がヤッと出て、全部の

ものを地方自治体に放出と云 うことになり、受領

証を貰ったり、軍需部へ届けたり、 この時の書類

や、家族か ら来た手紙 (可成 り黒い線で消されて

いたが)な どは、今にして思えば保存しておけば

好かったなァと悔やまれます。善 きにつけ悪いに

つけ記念で したか ら………。

こんなこともありました。終戦の年の 9月 に入

った或る日、 日の丸の付いた飛行機が唐津湾の向

うか ら飛んで来たが、岸辺間近まで来たら、いき

なり海中に真っ逆様に突っ込んだんです。みなで

救助に伝馬船で行きましたが、機体も乗員も減茶

々々で海の底だし手が付け られません。燃料切れ

か、覚悟の上で日本の山や海岸を見て突っ込んだ

のか、死んで終えば全然分りません。同じ兵隊 と

して、
″
折角 こゝまで帰 って来て、何で…… ″と

思 うと、痛 ましくて何 日か気が重いことで した。

*     *     *
私は一番最後に部隊を離れました。海軍の兵隊

は下宿を持っています。私も唐津市内で、金末 さ

んという元大審院の判事をしてお られた方の未亡

m60特 集 号

人の家をお借りしていましたので、そちらへ暇乞

いをしたり何日か唐津に居ました。同僚は、みん

な″
東京は大分ひどいと云うことだし家族も生き

ているかどうか分らん、貴様は元々九州生れだか

ら此方で何かやれよ″と言って呉れましたが、と

に角一度帰って、生死を確かめてからのことだと

思って、一路東京へ。

主計の役得で残務整理の時、銀蠅しておいた士

官用の乾麺麹 1箱 (15粁入り)を担いで汽車に乗

りました。

ところが ドッコイ、車中の殆どの人が食物を持

っていません。腹が減っても私一人で喰う訳には

ゆきません。おまけに乗った汽車は、行き当リバ

ッタリで、結局東京まで、 7日 かゝってやっと着

いてその間乾バンの殆どはまわりの人々へ上げて

終って、家へ帰って子供達にお土産だと分けてや

ったのは唯の 7個でした。

家へ帰ってからの生活は、ご存知の通りの窮乏

の生活で私は多少の畑がありましたからいくらか

は楽でしたが同じようなもので、その後の生活の

方が私には却って応えました。戦争ポケと云うか

平凡な人間が生き抜くには相当に辛い世の中で、

戦前、戦後の世相に対して警世の句を吐くなど、

吾々凡庸の徒のすることでもないし、またできも

しません。辛い思いをしたのは生き残った日本人

の殆どがそうだと思います。只、死んで行った私

達の仲間のことを思うと済まなくもあり、今斯う

して、生き残っていることも、とに角私は兵隊と

しても誠に幸運であったとしみじみ思います。が、

考えて見るとこれも余計ものゝような気がしない

でもありません。それでも、生き残れたことは感

謝です (日 頃の心掛の悪い害」にはね)有り難いと

思います。

それも、これも、いま こうして、このような

心持で当時のことを振り返れるのも、矢張り歳月

の重みだと思います。その当時この体験を書くと

したら恐らくこんな文章ではなかったと思います。

矢っ張り歳月ですね。それとも、マッカーサーの

施策の影響かな いや矢張り歳月ですね″
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